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表紙

1995年10月の九重火山の噴火:1995年10月11日夕刻に

大分県九重火山の星土山(写真右の山頂)の東の中腹にあ

る通称硫黄山付近から火山灰が噴出し始めた.ぽぽ東西

方向の線上に並ぶ火口から出た噴煙は高度1,000mに達

し,降灰が熊本市まで確認された.写真中央に並ぶ火口

列は上からb,c,d,e,右下に離れた火口はa3(火口名

は中田節也･渡辺一徳による).硫黄山は約10,000年前

に噴出した普通角閃石安山岩の溶岩からなる.左上の雲

海を貫く山は雲仙普賢岳.10月18目9時15分に西を向

いて撮影.

(写真と文:鎌田浩毅･屋住英夫･川辺禎久)
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